
「G-motty」の取り組みについて

平成２９年１１月１７日
北九州市

総務局情報政策課
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GIS/G-mottyのあゆみ
平成２３年 ４月 北九州市GIS統合の検討開始 （塩田が情報政策室にキタ）

６月 直方市 松田さんと決起集会（飲み）

⇒ 浦川先生を紹介

１０月 北九州市全庁GIS／G-motty.com始動！
500人規模の記念講演会開催 （基調講演浦川先生）

SAG賞（ ESRI社）を受賞

８月 庁内GISワーキンググループの設置

１２月 第一回 GIS広域勉強会開催
１１月 『北九州市全庁GIS企画書』の策定

平成２５年

平成２４年～仕様の検討と【仲間集め開始】～ 行橋市、直方市、苅田町、香春町

４月 KRIPP-GIS部会(地域GIO)設置、関連の入札

平成２６年

７月 総務省「G空間シティ構築事業」採択
４月 航空写真撮影の共同調達（行橋市、苅田町）

６月 総務省「G空間防災システムとＬアラートの連携推進事業」採択

平成２８年

平成２７年

４月 KRIPP-GIS部会に鞍手町が加入
１１月 第一回 G空間サミット開催（黒崎コムシティ）

４月 KRIPP-GIS部会に北海道室蘭市が加入平成２９年
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１ 北九州市全庁ＧＩＳのビジョン

北九州市全庁GIS企画書に込めた想い
（平成２３年１１月）

①業務効率化・高度化指向の全庁的な地理空間情報の活用

②福岡県北東部地域（北九州地域圏）リージョナルコミュニティ形成型ＧＩＳ

③庁内で「使われるＧＩＳ」（マニア向けＧＩＳからの脱却）

④危機に強いまちを作るための地理空間情報の整備

２ ビジョン・達成目標を成し遂げるために

～ 略 ～

④産学官連携による日常業務に根ざした「全庁ＧＩＳ」の検討

⑤外部協議会による「福岡県北東部地域リージョナルコミュニティ形成型ＧＩＳ」の検討

⑥「全庁ＧＩＳ」の利用を通した業務知識の共有と中核人材の育成

～ 略 ～

⑧災害発生時と平常時との情報処理面から見た連続性の確保

既存製品を使う（統合型GISとして構築はしない）。
実際の業務の中に組み込む

庁内＋周辺自治体で相互支援できる体制を作る
行政界をまたいだ地図、考え方ができる

自治体間のノウハウの相互共有もできる

中心人物の異動によるGIS利用の衰退を防ぐ

「平常時に使っていないものは、災害時には使えない」

「職員・住民ともに普段から使ってもらえるような

全庁GIS／地域情報ポータルサイトを作る！」
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G-mottyは何を実現しようとしているか？

真面目にやる部分は”マジメ”にしな
がら、地域で楽しみながら作り上げる部

分は、”地域と共に”作り上げていく

『Love & Peace』・『みんながHAPPY』（G-motty的）

『人々の生活をより良くするために・・・』という大きな目標

業務の効率化・高度化と住民サービス向上（役所的）

“地域愛”を育むことを手助けし、
“地域らしさ”をアピールすることを後押しする。

【G-mottyの理念】

全庁型GIS
ハイブリッドクラウド
最新の技術
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庁内GISワーキンググループ
No 所属名 No 所属名

1 危機管理室危機管理課 8 建設局道路維持課

2 技術監理室技術企画課 9 建設局河川整備課

3 技術監理室技術管理課 10 建築都市局都市計画課

4 財政局固定資産税課 11 建築都市局宅地指導課

5 市民文化スポーツ局安全・安心推進課 12 建築都市局建築指導課

6 環境局循環社会推進課 13 小倉北区役所保護第一課

7 建設局総務課 14 総務局情報政策課

GISに関係があり、かつやる気のある
所属・メンバーに直接お願い（一本釣り）

土木系部署を集めた個別のWGも立ちあがり
具体的な活用を推進！

メンバーそれぞれが全庁GISやG-mottyに
”我が事意識”を持って参画！
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北九州市（事務局）

苅田町 直方市 行橋市 香春町

GISに参画する自治体から1名以上
GIOを選任

研究
機関

サポート

民間
企業

サポート

北九州市

◆各自治体内でＧＩＳに関する業務の取りまとめ
◆ＧＩＳ広域勉強会の企画・運営
◆自治体間でのＧＩＳ技術の支えあい・助けあい

参加自治体が被災した場合に技術支援もできる体制づくり

鞍手町

地域GIO（geographic information officer）
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地域GIO会議実施風景

平成27年8月20日香春町で実施
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GIS広域勉強会

◆平成23年12月～ （年4回実施）
◆毎回ターゲットとなる業務・分野を決めて自治体内でのGIS
の利活用手法を紹介
◆平成27年12月実施の第17回からは、体験型・参加型も
◆最大で福岡県内外から38自治体が参加
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全国
研究機関

住民

北九州市

情報
部門

建設
部門

その他
部門

防災
減災

住民香春町

住民
行橋市

住民

直方市

住民

苅田町

住民
全国
自治体

1.組織横断
全庁型GIS

2.協働社会
率先住民の参画
信頼関係の構築

4.新技術の適
用と新しい
枠組み(G2G)

地元
研究機関

先駆的
企業

地元企業

【出典】兵庫県立大学 浦川豪准教授

住民

鞍手町

3.地域の結束
リージョナルGIS住民

北海道
室蘭市
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つまりG-mottyの取り組みでは

一緒に考え、進んでくれる仲間を常に探しています。

素晴らしいノウハウを持った多くの自治体や民間企業の
メンバーがいます。

「来るもの拒まず！」事務局として
どんなお問い合わせにも誠実に対応します。

住民のため、地域のため、税金の節約のため、
業務を楽にするため、（お金儲けのため）

お問い合わせはお気軽に北九州市 情報政策課まで！
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GIS／G-mottyの構成

ハードウェア
プラットフォーム

GISエンジン

アプリケーション

GISデータ
コンテンツ

利用形態
業務内容・利用方法に合わせて柔軟に選択

北九州市クラウド、ArcGIS online

北九州市の基幹業務を動かすPaaS型クラウド基盤
（G-motty行政情報や、自治体連携サーバ、北九州市庁内GISに利用）

ESRI社ArcGIS自治体サイトライセンス

定額、GIS使い放題ライセンス！各部署で柔軟な使い方
（北九州市 7,300台のＰＣにArcGISをインストール。使うほど得）

作り込みなし（専用システムにはしない）

データは集約し、一元管理

「GISセンター」で一元管理。常に最新データに保つ

参照→ Web型 更新や分析→ ArcGIS Desktop
（ライトユーザ向け） （ヘビーユーザ向け）

ArcGIS onlineは後で説明
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自治体サイトライセンス

ESRIジャパン ホームページから引用

新サービスが続々とリリース
・ストーリーマップ
・みんなで作る地図
・現地調査アプリ（スマホ）

などに応用

高価なArcGIS Desktopも
ArcGIS Serverも使い放題
全端末にインストール可
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システムの全体像

G-motty

ESRI ArcGIS online

北九州市クラウド
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G-mottyの全体像

地理空間情報プラットフォーム『G-ｍｏｔｔｙ』

デ ー タ 層 行政データ 民間データ 地域データ 大学データ

ア プ リ 層 住民向けアプリ 災害対応アプリ

・・・

平常時業務
（自治体・民間）
災害時業務
（自治体・民間）

地域（地元）
旅行者 出張者

自治体業務・民間企業業務アプリ

HP G-motty
Mobile 雑誌 TV

地域情報発信メディア



15

防災情報

行政情報

ストーリーマップ

みんなで作る地図

G-motty Blog



16

G-mottyのコンテンツ
• 行政情報
–参加自治体が持つ業務上のデータを提供

• 都市計画図、道路網図、避難所など
• 複数自治体で行政界をまたいだ地図も公開

北九州市

直方市
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G-mottyのコンテンツ
• みんなでつくる地図
– G-mottyで枠組みを提供し、住民が情報を投稿

• 楽しみながらG-mottyに触れてもらう
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G-mottyのコンテンツ
• ストーリーマップ
–写真と地図でビジュアルに表現

• みんなで作る地図に投稿された情報から作成
• 区役所等で紙で配っていた地図をデジタル化
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参加するメリット

• 他自治体とのつながり、ノウハウや事例を共有
• クラウドサーバの利用（北九州市クラウド、ArcGIS online）

– 住民公開向け、自治体連携サーバ、ArcGIS online
– (庁内向けサーバは別）

• G-mottyで検討・整備するサービスは自由に使えます

• 契約や入札などは、KRIPP（北九州地区電子自治体推進協議会）の
事務局が実施。

• 参加自治体は、負担金の支払いのみ

お問い合わせはお気軽に北九州市 情報政策課まで！
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つまりG-mottyの取り組みでは

一緒に考え、進んでくれる仲間を常に探しています。

素晴らしいノウハウを持った多くの自治体や民間企業の
メンバーがいます。

「来るもの拒まず！」事務局として
どんなお問い合わせにも誠実に対応します。

住民のため、地域のため、税金の節約のため、
業務を楽にするため、（お金儲けのため）

お問い合わせはお気軽に北九州市 情報政策課まで！
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ご清聴ありがとうございました


